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巻頭言 

はじめに 

愛知県立美和高等学校 

校長 伊奈 和彦 

 

本校は、愛知県西部のあま市に位置しており、地域との連携を深めて、地域を支える人材の育

成と人間力の形成に力を注いでいます。今年度、いよいよ「地域探究科」の開設に向けた準備が

整い、これまでの取り組みを基盤に、さらに進化した学びを実現するための新たな一歩を踏み出し

ました。文部科学省の「新時代に対応した高等学校改革推進事業」（普通科改革支援事業）に採

択されたことを契機に、探究的な学びを重視した教育改革を推進し、時代に即した教育を実現して

いきます。  

 

探究的な学びとは、単なる知識の習得にとどまらず、生徒が自ら問いを立て、調査や実験を通

じて知識を深め、創造的な解決策を生み出す力を養う学びです。この学びの核心は、生徒が自分

の興味や関心に基づいて積極的に探究し、その過程で得た情報を批判的に評価し、問題解決に

活かす能力を身につけることにあります。現代社会では、情報が溢れる中で、有益な情報を見極

める力、そしてそれを実際に活用する力がますます重要になってきています。地域探究科では、

地域資源を学びのテーマにし、実践的な課題に取り組みながら、このようなスキルを育むことを目

指します。 

「地域探究科」の開設準備を進める中で、私たちは教育の本質について改めて考えさせられま

した。現在の愛知県田原市にあった田原藩の家老・渡辺崋山が描いた『一掃百態図（寺子屋図）』

は、一見すると授業崩壊に見えるかもしれませんが、江戸時代の寺子屋では、子ども一人一人に

応じた学習活動や学習課題に取り組ませていたそうです。教師は、主体的な学びを支援する伴走

者としての役割を担っています。まさに「令和の日本型教育」が求める個別最適な学びを実践して

いるのです。令和の日本型教育は、生徒の可能性を引き出すことや、協働的な学びの実現を目指

しています。こうした教育は、まさに本校が進めている探究的な学びと合致し、生徒が社会で活躍

できる力を養うものです。 

本校の地域探究科では、地域の課題に積極的に取り組みながら、生徒が自らの興味を追求

し、学びを深める環境を提供します。地域資源の発掘や地域社会との協働を通じて、問題解決力

やリーダーシップ、創造性を育成し、未来を担う力を養っていきます。今年度は、連携大学も増や

し、また、令和８年度からスタートする連携型中高一貫校として地元の６中学校との連携も始まり

ました。異年齢との交流や協働は、学びを深化させるとともに、思いやりや対話力も育むはずで

す。 

この新たな挑戦を進めるにあたり、地域の皆様 

や関係機関のご支援をいただけることに感謝し、 

今後とも、共に学び合い、地域社会に貢献できる 

人材を育成していく所存です。 

引き続き、ご協力を賜りますようお願い致します。                            

 

 

 

渡辺崋山筆『一掃百態図』部分「寺子屋図」（田原市博物館所蔵） 
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第１章 学校の概要と本事業に係る本年度の計画 
 
１ 本校の概要 
１－１ 所在地 
 〒４９０－１２９５ 愛知県あま市篠田五ツ藤１番地 
 
１－２ 設定課程および在籍生徒数（令和６年度４月１日現在） 

生徒数 １年 ２年 ３年 計 

普通科 199 196 180 575 

計 199 196 180 575 

学級数 １年 ２年 ３年 計 

普通科 5 5 5 15 

計 5 5 5 15 

 
１－３ 学校経営方針 
校訓 ：  「和」  
スクールミッション（教育方針） 
〇 自ら探究的に学び、物事に積極的に挑戦し、成し遂げることのできる、たく ましい生徒の育成を目

指す学校 
〇 自らを律し、他者を思いやる心をもち、他者と協働して地域社会の発展に寄与しようとする生徒の

育成を目指す学校 
 
スクールポリシー 
１ 目指す生徒像（育成を目指す資質・能力に関する方針） 
〇 他者を思いやる優しさを持ち、地域と自分の未来を拓いていく たく ましい力を育成する（対話力・思

いやりの育成）   
〇 個性を伸ばし、自己有用感を高めつつ、学校生活における様々な活動にチャレンジ精神を持って

取り組む力を育成する。（実践力・豊かな人間性の育成） 
〇 IC T 機器の活用やグループワークなど、主体的な学びに意欲的に取り組み、活用できる力を育成

する。（課題発見力・情報活用力・問題解決力の育成） 
 
２ 本校における学び（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
〇 個の学力に合わせた授業展開と教科横断的な学びの実践 
〇 生徒の主体性を伸ばし、可能性を広げる探究活動を取り入れたカリキュラムの実践 
〇 地域の課題解決に向けて地域の人とともに行う地域活動の実践 
〇 グループワークなどで協働して研究を行なったり、議論したりする授業の実践 
 
３ 入学を期待する生徒像（入学者の受け入れに関する方針） 
〇 他者を思いやり、他者と協働して様々な教育活動に取り組む生徒 
〇 地域活動に積極的に参加し、地域に貢献していきたい生徒 
〇 進学を目指し、自己の可能性に挑戦して、主体的に学習に取り組む生徒 
 
重点目標 （スクール・ミッション、スクール・ポリシーの実現） 
「豊かな人間性と生きる力を身につける」 
「地域に根差した魅力的な高校をめざす」 
「行きたい学校・入学して良かったと思える学校をつくる」 

合言葉 「チャレンジ！」 

 
地域探究科で育てる生徒像 

自ら学び 深く考え 物事に積極的に挑戦し 意欲的で「たくましい生徒」 

 地域探究科で学んだことを活かして、進学先でも生き生きと活躍できる生徒を育成し、潜在能力を
開花させたい。 



２ 地域探究科 

２－１ 設置の目的（以下は事業実施計画に基づく） 

本校を取り巻く状況 

 愛知県では、本県の教育振興基本計画として、令和３年２月に令和７年度までを計画期間とする「あ

いちの教育ビジョン 2 0 2 5 －第四次愛知県教育振興基本計画－」を策定した。「ふるさとの魅力やあ

いちの伝統・文化に学びつつ、技術の進歩に取り組み、社会の発展を支える人材を育む」ことなど、７つ

の基本的な取組の方向を定めた。 

 こうした中、本校は、令和３年度に県内に先駆け地域連携センター「美和高マインド」を設置し、地域

と学校との連携の在り方を模索してきた。本校が所在する愛知県あま市は、旧海部郡甚目寺町・美和

町・七宝町が合併した市政 14 年となる若い市であり、名古屋市のベッドタウンとして近年発展を見

せ、人口増加を続けている。あま市役所等の公共機関には本校の卒業生も多く、今後の市の発展を担

う旧美和町唯一の県立高校として、地元からの本校や本校生徒への期待は大きい。 

 本校生徒は、あま市からの通学者が約 3 0 ％、大治町・津島市・稲沢市等の隣接する地域からの通学

者が約 6 0 ％であり、まさにこの地域の未来を担う若者たちである。 

 

地域探究科（地域社会学科）を設置する必要性 

 令和４年 11 月、愛知県教育委員会は、本校を地域の教育ニーズ対応型中高一貫教育の１校に決定

し、公表した。あま市・大治町等近隣市町村と本校による連携型中高一貫教育を令和８年４月に開始

し、地域の様々な活動を通じて、生徒が地域の人たちと共に育ち、楽しみながら社会貢献をすることが

できる、かけがえのない高校を目指すこととしている。中高一貫教育の導入に向け、「県立高等学校再

編将来構想具体化検討委員会」を親会議とし、「中高一貫教育具体化検討部会」や実務者レベルのワ

ーキンググループにより、中高一貫教育と地域探究科の具体的な在り方を検討する。 

 現在、本校と連携しているあま市の公共機関や団体に属する地域住民は、若者と地域を結ぶ教育に

対して問題意識が高く、高校生への講話や講座にも積極的に参加している。このような地域住民との

交流は、地域の課題を自ら考え、周囲の協力を得ながら問題を解決していく、生きる力を持ったロール

モデルを直に見る場であり、自ら動いて地域社会をよりよくしようとする姿勢を学ぶ最良の機会でもあ

る。生徒自らの人生の課題を把握し、適応する力を身につける上でも非常に重要であると考える。 

 本校生徒の一部は既に、公共機関等が主催する地域興隆イベント等の運営ボランティアとして地域

貢献を果たしているが、学業や部活動を抱える生徒にとって、地域貢献の時間を捻出することが困難

なこともあった。今回、地域探究科を設置するにあたり、通常の教科よりも柔軟かつ多様に地域と連携

できる学校設定教科を教育課程に取り入れることで、学校と地域の持続可能な連携の仕組みを作り

上げることが可能になる。地域と学校が継続して協働するためには、コーディネーター等の人的資源の

確保とともに、学校設定教科の開設と地域探究科の設置など、学校全体での取組が必要不可欠であ

る。 

 あま市も本校も、全国的に見て著名な自治体・学校ではない。生徒の学力も全国的な平均値とほぼ

一致する。しかしながら、このような中核的な地域で生活を送る生徒が自らを正しく 肯定することで安

定し、さらに自立した自己と協働する力によって活性化して勢いづくことは、日本全体の活性化に繋が

るものであると考える。生きる力を身につけた生徒を主体に、地域と学校とが結びついて年齢を超えた

人の和をつくり、常に革新を続ける地域の先例となることが、本校の地域探究科設置の目標の一つで

ある。 



２－２ 地域探究科の特色・魅力 

当該学科における特色・魅力 

本校は令和３年度に設立した地域連携センター「美和高マインド」を核とし、地域密着型の学校とし

て、地域と深く交流してきた。当該学科においては、あま市役所・社会福祉協議会・商工会・N PO 法人

等の各機関や地元の小中学校・公立保育園等と連携し、「学生を軸とした地域活性化とは何か」を学

校と地域で考え、生徒を主体とした地域興隆イベントの実践や地域住民向け講座等を実施していく。

また、連携大学と協働したフィールドワークやオンライン講座を通じ、活動に必要な知識も身につける。

これらの活動と地域や大学との協働を通じて、生徒の物事を肯定する力と地域社会の役に立てた経

験からなる自己有用感を育て、不安定な時代を生き抜く力である課題発見力・情報活用力・問題解決

力・実践力・対話力を育み、思いやりと豊かな人間性を備えた地域の未来の担い手を育成する。当該

学科で学んだ生徒が自らの出身地域へその学びを還元することで、あま市のみではなく、その他の地

域へと地域興隆の波を広げていく。 

 

特色・魅力ある先進的な教育の取組 

 それぞれの学年を「美を知る１年生」「和をつく る２年生」「未来を拓く ３年生」とし、１年次は地域の魅

力を探究、２年次は連携機関や大学との協働、３年次は１・２年次の学びをもとに、知識や技術を地域

社会に還元していく ことをテーマとした教育に取り組む。カリキュラムとしては、各年次に「総合的な探

究の時間」４単位と「学校設定教科」を２単位ずつ、合計 18 単位履修する。また、それらを支えるため

の教科等横断的な学びにも力を入れる。 

⑴ 「総合的な探究の時間」 

総合的な探究の時間は、グループワークを通じての探究を主とし、環境や産業などの地域資源の発

掘、連携大学と協働して地域を学ぶフィールドワークを実施する。その際、周辺地域のみでなく 、この

地域出身の戦国武将等にゆかりのある他県・他地域の魅力にも目を向けさせたり、この地域に多く 在

住する外国人の出身国についても探究させたりと、広い視野を持って地域から学ぶことを目標とす

る。また、地域興隆イベントや小中学生に向けた出前講座の企画等のグループワークも本時間に実施

し、課題発見力の養成を目標とする。 

⑵ 「学校設定教科」 

学校設定教科は、地域の伝統工芸品である七宝焼の一般向け講座運営や広報活動、地域興隆イベ

ントや地元住民向けの実習講座など、実際に地域で活動することを主とする。地域住民との交流を通

じて、異年齢とふれ合うことから、思いやりの心や対話力・問題解決力を育むことを目標とする。 

⑶ 「教科等横断的な学び」 

総合的な探究の時間や学校設定教科におけるグループワークや地域活動を支える教科を超えた学

びを実践する。広報活動に必要な情報活用力や、外国人とコミュニケーションを図るための語学等、実

践を想定して指導する。また、環境美化活動を通じて地域の生態系への学びを促進したり、地域活性

化の活動に伴い地域の歴史的遺産や関連する人物への知見を深めたりするなど、体験を通じた幅広

い学びを提供する。 

以上の⑴～⑶を通じ、生徒の物事を肯定する力と地域社会の役に立てた経験からなる自己有用感

を育て、不安定な時代を生き抜く力である課題発見力・情報活用力・問題解決力・実践力・対話力を育

み、思いやりと豊かな人間性を備えた地域の未来の担い手を育成する。 



２－３ 地域探究科での先進的な教育取組 

地域探究科における取組の目的・目標 

 「あいちの教育ビジョン 2 0 2 5 －第四次愛知県教育振興基本計画－」では、基本的な取組の方向の

一つである「ふるさとの魅力やあいちの伝統・文化に学びつつ、技術の進歩に取り組み、社会の発展を

支える人材を育む」ことについて、「ふるさとに学び、ふるさとを愛する心を育むとともに、生きていく上

での羅針盤となる教育を充実させ、社会の激しい変化の中でも自分をしっかりともって、あいちを担っ

ていく進取の精神を育てる」と示している。 

 こうしたあいちの教育ビジョンを受け、地域探究科での学びを通じて、地域社会の一員としての役割

を生徒に認識させ、地域社会との協働を図る。地域社会との協働の中で、生徒が郷土の魅力と自らの

価値を認め、自己肯定感と思いやりの心を育み、それらに裏打ちされた生きる力をもつことで、地域の

未来をつくる人材を育てる教育を実践することを地域探究科の目的とする。 

 同時に、生徒の若い力もまた地域の資源であり、学校と地域との連携の下に、若者の視点を取り入

れた独自の地域活性化の取組を提案・実行し、高校生主体の地域興隆を図ることを地域探究科の目

標とする。 

 

地域探究科における教育を通じて育成を目指す資質・能力 

 社会の激しい変化の中でも自分をしっかりともって、自らの力で困難を乗り越え、未来を拓くため、

以下の７つの資質・能力の育成を目指す。 

⑴ 課題発見力 

 総合的な探究の時間のグループ活動や連携大学との地域探究のフィールドワークを通じて、地域の

魅力とともに、地域興隆における課題を発見する力を養う。社会状況の中に課題を見つけ、自らの課

題として捉えることの大切さにも目を向けさせる。 

⑵ 情報活用力 

 総合的な探究の時間や学校設定教科における探究活動や調査、地域活動を行う上での情報発信な

どを通じて、情報活用力を育成する。 

⑶ 問題解決力 

地域興隆イベントや出前講座・実習講座を通じて、実際にイベントの企画や運営に携わることで、発

見した課題に対する問題解決力を養成する。 

⑷ 実践力 

 ３年間の学びから、自らの課題に対して解決策を考え、自ら実践し、地域に貢献していく力を養う。 

⑸ 対話力 

 グループワークや連携機関・大学とのフィールドワークなど、クラスメートや地域住民との交流を通じ

て、様々な考えを持つ他者と対話する力を身につける。 

⑹ 思いやり 

 実際に地域住民との交流や異年齢との交流を通じて、多様な他者への理解を深めることで、思いや

りの心を育む。 

⑺ 豊かな人間性 

 総合的な探究の時間や学校設定教科における探究を通じて、自らを律しつつ、他人とともに協調し、

他人を思いやる心や感動する心を育む。 

 

 

 

 



教育方法等の特色について 

⑴ 地域との連携 

「総合的な探究の時間」では、地域住民を講師とした講話や出前講座等を行い、地域への知見を深

める。「学校設定教科」については、市や町、商工会が主催する地域興隆イベントへの参加やフィール

ドワークを中心とし、地域住民と協働した活動を実施していく 。また、地元の小中学校・公立保育園と

連携し、本校生徒が地域の子どもたちに教科の基礎を楽しみながら学ばせる講座を開くなど、教科の

知識習得と地域社会への貢献を両立させ、教科等横断的・年齢横断的な学びを実現する。 

⑵ 大学との連携した学び 

地域住民との協働を円滑にするため、各連携大学の協力のもと、地域活性化とは何かについてのオ

ンライン学習、大学教授等を講師とした出前授業、連携大学への研修旅行、大学のゼミと協働したフィ

ールドワークなどを実施する。なお、各連携大学へ進学することにより生徒が学びを継続できるよう、

高校段階で身につけておくべき知識を共有するなど、高大接続に向けた指導を相互に確認する。 

⑶ 校内での教科等横断的な学び 

フィールドワークの実践を情報発信するにあたり、地域在住の外国人への対応のために、情報・地理

歴史・外国語等の知識は必要不可欠である。フィールドワークを通じて、各教科の学習が生徒自身の

日常や将来に有効な学びであることを確認させ、生徒自ら学ぶ姿勢を身につけ、教科からは情報発信

技術や翻訳の在り方など、教科書の枠を超えた実践的な学びをフィードバックできるよう工夫する。 

 



２－４ 地域探究科 事業構想（ビジュアル資料） 

※計画時の地域社会学科から「地域探究科」への名称変更、及び、カリキュラムの単位数変更を予定

している。 

 



２－５ 前年度（令和５年度）成果概要図 

 



３ 事業の実施計画の概要及び本年度の計画 

３－１ ３ヶ年の実施計画の概要 

【令和５年度（準備段階）】 

⑴ カリキュラムの研究開発 

新学科設置プロジェクトチームを中心に、連携大学や既存の新学科設置校を視察し、地域探

究科のカリキュラム案、総合的な探究の時間と学校設定教科の年間指導計画の概要を作成す

る。また、年３回の美和高マインド定例会議等を通じて、美和高マインド役員や連携大学の専門

職員との検討を定期的に行い、学術的知見と地域のニーズを取り入れながらカリキュラム案の

修正を行う。 

⑵ 地域連携センターの充実 

地域連携センターにて新学科についての概要説明を行い、学科設置に向けての役割を明確

化する。各連携機関による地域住民のニーズ調査、本校での出前講座やフィールドワーク実践

時の講師及び生徒の探究活動に向けた指導・助言を役割の中心とする。また、あま市のみでな

く 、大治町等近隣市町村からも役員を選出する。 

⑶ 連携大学の拡充 

大学と連携したオンライン講座、ゼミと協働したフィールドワーク等の生徒の高度な学びを充

実するため、連携先を拡充する。現在、既に本校と高大接続協定を結んでいる名古屋文理大、

星城大に加え、地域政策学科等を有する東海地区の大学等との連携を模索していく 。 

⑷ 総合的な探究の時間の充実 

新学科設置に向けた事前準備として、これまで既に実践してきている地域探究を充実させる。

１・２年生を対象に、新学科設置時に実施予定の、地域と連携したフィールドワークの縮小版を

総合的な探究の時間内に実施し、問題点を洗い出すなど、より効果的な探究の在り方について

試行錯誤を重ねる。 

 

【令和６年度（試行段階）】 

⑴ 地域住民の出前講座、地域と連携したフィールドワーク等の先行実施 

現行の授業時間内で実施可能な出前講座や地域でのフィールドワークを一部先行して実施

する。その際の改善点等を記録し、連携機関と共有する。 

⑵ 大学のオンライン講座等を先行実施 

連携大学と協力し、オンライン講座等を先行実施する。その際、ネットワーク環境の確認や、生

徒の理解度等を確認し、次年度以降の実施に向けた改善を図る。 

⑶ 総合的な探究の時間の深化 

前年度までの学びを参考に、小中学生向けの高校生出前講座の一部を先行実施するなど、

実践に向けたベースを完成させる。 

 

【令和７年度（設置）】 

令和７年度より、地域探究科を設置し、カリキュラムの運用を開始する。１年次は総合的な探究

の時間と学校設定教科を中心に地域と連携する。開始後も地域連携センター等を活用して、地域

のニーズを把握する機会を継続し、随時改善を図る。 

 



３－２ 本年度（令和６年度）の計画の内容 

月 
事業の内容 

カリキュラムや教育方法等の開発 関係機関等との連携・協力体制の構築 

４月 ・新年度の新学科設置プロジェクトチームを編成する。 

・新学科設置に向けた年間予定を組み、職員に周知する。 

・職員会議にて、情報共有を行う。 

・地域連携センター「美和高マインド」の新年度役員を選定し、委任す

る。その際、コンソーシアム役員と兼任であることの承諾を得る。 

・１学期に実施予定の地域行政探究・観光探究職業探究に向け、連

携機関との協議を開始する。 

・職業講話の講師を選定・依頼する。 

５月 ・プロジェクトチームのミーティング年間予定を組む。（通年・月１回程度） 

・職員会議にて、情報共有を行う。 

・考査期間等を利用し、既存の新学科設置校への視察を準備・実施する。 

・２年生生徒の観光協会訪問を実施する。 

・役員へ当該年度第１回美和高マインド定例会議、コンソーシアム会

議、運営指導委員会会議への出席の承諾を得る。 

６月 ・既存の連携大学との共同ゼミ の時期や方法等、連携内容の詳細につい

て協議を開始する。 

・１年生にて地域住民による職業講話を実施する。 

・２年生にて地域行政探究及び観光探究を開始する。 

・連携大学への訪問・共同ゼミについての協議を開始する。 

・中学校訪問に向け、中学校との協議を開始する。 

７月 ・美和高マインド 定例会議・コンソーシアム会議を通じ 、各連携機関の代

表者へ現状報告と新学科に対する聞き取りを行い、地域住民の要望を把

握する。 

・美和高マインド当該年度第２回定例会議・コンソーシアム会議・運営

指導委員会会議を開催する。新学科に対する要望及び助言を受け

る。 

８月 ・地域と連携したフィールドワークに公募生徒と教員が参加し、新学科で

の実践に向けて改善点を把握する。 

・希望生徒ととも に既存の連携大学を訪問する。参加生徒と引率職員に

アンケートを取り、次年度以降のカリキュラム開発に向けたデータ 分析を

行う。 

・地域の各連携機関とともに地域活動を実践する。その際、新学科で

の実施を想定した実施方法をお互いに確認する。 

・連携大学への訪問を行う。 

・夏季休業中に、大学教授による地域政策の講義を受講する。 

９月 ・１年生の中学校訪問準備を開始する。・２年生にて地域行政探究・観光

探究の発表を実施する。 

・中学校訪問に向け、中学校の教員から生徒に向けたグループワー

ク実施時の助言を受ける。 

１０月 ・観光協会との共同イベントを実施する。その際、生徒の活動を観察し、

次年度以降の授業内容を検討する。 

・学校設定教科の年間指導計画作成を開始する。 

・共同イベントについて、観光協会へ指導・助言を求める。その際、次

年度以降の改善点をご指摘いただく ことを要望する。 

１１月 ・１年生が中学校訪問を実施し、高校生が主導するグループワークを実施

する。その際、次年度に向けての評価・アド バイスを 中学校側から 受け

る。 

・中学校訪問への意見・助言をいただき、次年度実施に向けた指導

計画作成の際にフィードバックする。 

１２月 ・２年生にて、大学との共同ゼミを実施する。 

・当該年後の取組を振り返り、反省点を活かしながら次年度以降の総合

的な探究の時間と、学校設定教科の年間指導計画を決定する。 

・休日を用いて大学訪問を実施する。 

・大学との共同ゼミ を実施し、次年度以降の改善点をご指摘いただ

く 。 

１月 ・当該年度の地域活動を振り返り、職員会議にて報告する。同時に 12 月

までに考案した年間指導計画を報告し、職員からの意見を集約する。 

・美和高マインド当該年度第３回定例会議・コンソーシアム会議・運営

指導委員会会議を実施する。年度内に実施した地域活動等を総括

し、次年度以降への取組を提案し・要望と助言を受ける。 

２月 ・生徒・職員へ年度内に実施した授業やフィールドワークへのアンケートを

実施し、データを分析する。 

・地域の各連携機関・連携大学と、次年度以降の流れについて確認

し、継続した連携を依頼する。 

３月 ・職員会議において、年度内の成果とカ リキュラム開発の進捗について報

告を行い、意見を集約する。次年度以降の総合的な探究の時間と学校設

定教科について、指導内容の詳細を決定する。 
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ク（

地
域

活
動

）実
施

 
 

※
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
と

デ
ー

タ
分

析
 

 
 

9
月

 
・

職
業

人
講

話
（

1年
生

）
の

実
施

 
・

総
合

的
な

探
究

の
時

間
に

お
け

る
観

光
探

究
の

発
表

（
２

年
生

）
 

・
○中

中
学

校
訪

問
の

準
備

開
始

 

 
 

・
職

業
人

講
話

の
講

師
派

遣
（

商
工

会
）

 
・

美
和

高
マ

イ
ン

ド
定

例
会

議
 

 
※

地
域

社
会

学
科

に
対

す
る

聞
き

取
り

を
実

施
 

・
○中

中
学

校
訪

問
の

準
備

開
始

 
 

1
0

月
 

・
観

光
協

会
10

周
年

記
念

行
事

（
２

年
生

）
 

・
○カ

学
校

設
定

教
科

の
年

間
指

導
計

画
作

成
開

始
 

・
○旅

探
究

授
業

実
施

校
の

視
察

（
考

査
期

間
中

）
※

県
費

 

 
 

・
観

光
協

会
10

周
年

記
念

行
事

 
・

総
合

的
な

探
究

の
時

間
へ

の
助

言
・

指
導

 

1
1

月
 

・
中

学
校

訪
問

実
施

（
１

年
生

）
 

 
※

運
営

指
導

委
員

・
地

域
住

民
・

保
護

者
の

参
観

検
討

 
・

○カ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

仮
確

定
 

 
 

・
中

学
校

訪
問

の
参

観
・

助
言

・
指

導
 

 

1
2

月
 

・
大

学
と

の
共

同
ゼ

ミ
の

実
施

（
２

年
生

）
 

・
○カ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
報

告
・

修
正

開
始

・
年

間
指

導
計

画
決

定
 

・
○広

H
P・

学
校

情
報

誌
（

校
内

・
校

外
）

の
発

行
 

・
共

同
ゼ

ミ
の

実
施

 
 

 
 

 

１
月

 
・

美
和

高
マ

イ
ン

ド
定

例
会

議
（

第
3回

）
 

・
○カ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

確
定

 
・

○広
地

域
社

会
学

科
（

地
域

活
動

）
紹

介
動

画
の

作
成

 

・
美

和
高

マ
イ

ン
ド

第
３

回
定

例
会

議
及

び
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

会
議

へ
の

参
加

 
・

美
和

高
マ

イ
ン

ド
第

３
回

定
例

会
議

及
び

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
会

議
へ

の
参

加
 

・
美

和
高

マ
イ

ン
ド

当
該

年
度

第
３

回
定

例
会

議
及

び
運

営
指

導
委

員
会

へ
の

参
加

 
 

※
当

該
年

度
の

振
り

返
り

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
へ

の
助

言
 

２
月

 
・

当
該

年
度

の
地

域
活

動
報

告
（

職
会

）
 

・
生

徒
・

職
員

へ
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

・
デ

ー
タ

分
析

 
・

次
年

度
以

降
の

流
れ

に
つ

い
て

確
認

 
・

次
年

度
以

降
の

流
れ

に
つ

い
て

確
認

 
・

次
年

度
以

降
の

流
れ

に
つ

い
て

確
認

 

３
月

 
・

○カ
年

度
内

の
成

果
・

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

の
進

捗
報

告
（

職
会

） 
・

総
合

的
な

探
究

の
時

間
と

学
校

設
定

科
目

の
詳

細
計

画
決

定
 

・
○広

H
P・

学
校

情
報

誌
（

校
内

・
校

外
）

の
発

行
 

 
 

 
 

 
 

３－３ 令和６年度年間予定 

 



第２章 実施計画に基づく事業実施報告 

１ カリキュラム研究開発 

今年度の計画 

教員間での意識共有のため、複数の教員で既存の新学科設置校を視察し、地域探究科のカリキュ

ラムのあり方や教育の目的を再確認する。 

地域探究科のカリキュラムについては、本年度は試行段階に入る。現行の授業時間内で実施可能

な出前講座や地域でのフィールドワークを一部先行して実施する。その際の改善点等を記録し、連携

機関と共有する。また、連携大学と協力したオンライン講座や、小中学生向けの高校生出前講座の一

部を先行実施する。並行して、ネットワーク環境の確認や、生徒の理解度等を確認し、次年度以降の実

施に向けた改善を図る。 

 

１－１ 新学科設置校視察 

 以下の通り、既存の普通科改革支援事業指定校への視察を行った。 

【視察先及び日程】 

（１）熊本県立必由館高等学校     令和６年９月 10 日（火）・11 日（水） 

（２）京都市立開建高等学校      令和６年 10 月 25 日（金） 

（３）広島市立美鈴が丘高等学校     令和６年 11 月 12 日（火） 

 

【視察内容】 

以下の項目について、重点的に視察を行った。 

・学校の概要 

・地域連携の状況及び連携方法 

・教育取組について（カリキュラム、授業内容、学校行事、部活動及び課外活動など） 

・入試（中学校から高校への入学）の方法    

・校内組織について（担当分掌・人数・分掌内役割分担等） 

・新学科生徒の進路について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－２ カリキュラム開発のための会議 

運営指導委員会の体制および取組 

【運営指導委員会の体制】 

本校の運営指導委員会は「地域に根ざした事業主、地域政策を専門とした大学教授、連携機関の教育長、

N PO 法人代表等によって組織」し、以下の委員で構成される。 

なお、上記委員は、次の３点について、それぞれの専門的知見から学校に対して指導・助言を行う。 

⑴ 「総合的な探究の時間」及び「学校設定教科」における教科等横断的な学びの充実 

⑵ 学術的な観点と地域のニーズの両方に対応したカリキュラム開発の進捗 

⑶ 生徒の活動と地域探究科の目的・目標の整合性 

【運営指導委員会の取組】 

 今年度は、あま市商工会の役員交代に伴い、本校の運営指導委員に加藤伸也氏が年度途中から加わった。

また、愛知県教育委員会における人事異動に伴い、愛知県教育委員会からは加納氏が新たに委員となった。 

上記委員に変更の上、５月と１月に、全２回の運営指導委員会を実施した。 

第１回運営指導委員会会議（５月 17 日） 

新規役員との情報共有のため、普通科改革支援事業の概要と今年度の予定について報告し、事業実施体制

と内容についての指導・助言を受けた。 

第２回運営指導委員会会議（１月 17 日） 

新学科のカリキュラムの報告と、今年度の「総合的な探究の時間」の成果発表を実施し、次年度以降の計画

についての指導・助言を受けた。 

 

コンソーシアムの体制および取組 

【コンソーシアムの体制】 

本校は、スクールミッショ ンの一つに「自らを律し、他者を思いやる心をも ち、他者と協働して地域社会の発

展に寄与しようとする生徒の育成を目指す学校」であることを掲げ、令和３年度に他校に先駆け地域連携セン

ター「美和高マインド」を設置し、地域と学校との連携の在り方を模索するなど、地域連携を特色・魅力の一つと

している。地域探究科の設置目的である「地域の未来の担い手を育成する」ことを実現するため、大学や地域

の関係機関などで構成する地域連携センター「美和高マインド」を母体とするコンソーシアムを構築し、地域と

学校がさらに連携・協働した教育活動を継続して実施する。 

所属 氏名 主な実績 

あま市商工会 顧問 

あま市商工会 副会長 

山田 精二 

加藤 伸也 

「美和高マインド」顧問 

「美和高マインド」副センター長 

名古屋文理大学 中村 麻理 同大学 健康生活学部 フードビジネス学科長 教授 

 地域連携センター長 

「美和高マインド」アドバイザー 

星城大学 谷口 庄一 同大学 経営学部 教授 

      観光・まちづく り分野長 

地域連携センター長 

「美和高マインド」アドバイザー 

あま市教育委員会 伊藤 克仁 教育長 

大治町教育委員会 平野 香代子 教育長 

N PO 法人ほっとネット・みわ 立松 愛唯 同法人 理事長 

あま市市民活動センター代表 

「美和高マインド」役員 

愛知県教育委員会 加納 澄江 高等学校教育課 課長 



今年度は以下の役員で構成されている。今年度からは、あま市観光協会からも役員を選出いただいている。 

所属 氏名 主な実績 

あま市商工会 船越 夏樹 あま市商工会 青年部長 

あま市市長公室 片岡 篤志 企画政策課 課長補佐  

あま市建設産業部 伊藤 善崇 商工観光課 係長 

あま市市民生活部 加藤 昌也 人権推進課 係長 

あま市社会福祉協議会 横井 達也 地域福祉課 主査 

あま市教育委員会 山田 幹夫 生涯学習課 課長補佐 

あま市教育委員会 水越 彰洋 学校教育課 主幹 

大治町教育委員会 安立 豊子 学校教育課 主幹 

美和高校同窓会長 調 有紀 美和高校学校評議委員 

あま市観光協会 齋藤 知明 事務局長 

【コンソーシアムの取組】 

今年度は、５月、10 月、１月に、全３回の定例会議を実施した。会議での協議内容は、以下の通りである。 

第１回コンソーシアム会議（５月 17 日） 

・今年度役員紹介       ・新規役員を対象とした普通科改革支援事業についての周知 

・昨年度までの取組報告   ・今年度の地域との協働活動についての提案・予定の確認 

第２回コンソーシアム会議（10 月 2 5 日） 

・生徒による地域活動報告  ・普通科改革支援事業進捗報告   

・今年度後半の地域との協働活動についての提案・予定の確認 

第３回コンソーシアム会議（１月 17 日） 

・今年度の地域活動報告   ・生徒による地域探究の成果発表   ・次年度に向けての連携の確認 

【成果と課題】 

昨年度コンソーシアムから「職業人講話」「七宝焼講座」「観光探究」「防災学習」「共同ゼミ」等をご提案いた

だき、今年度は実施の年となった。地域や大学と連携した授業についての提案と、それを形にしていく 流れがで

きつつある。来年度は新たに入学してく る新学科の生徒を対象とした、より深い探究活動を伴う授業の設計が

課題である。 

 

コーディネーターの配置および活動内容  

所属 氏名 

愛知県立美和高等学校    近藤 純子 

【コーディネーターの体制】 

現在は週４日４時間程度、１名のコーディネーターが勤務している。 

【コーディネーターの取組】 

・高校コーディネーター研修（通年）への参加 

・コンソーシアム会議（年３回）・運営指導委員会（年２回）への参加 

・令和６年度「総合的な探究の時間」における職業人講話・福祉実践教室・防災学習の授業計画の作成と連携

機関との打合せ 

【成果と課題】 

 昨年度から、コーディネーターの勤務時間が大幅に増えたことに伴い、今年度は研修や会議等への参加に加

え、「総合的な探究の時間」における授業計画の作成及び連携機関との打合せにもご尽力いただいた。また、コ

ーディネーターがもつ幅広い人脈から、探究活動における新たな連携先や、チラシの配布先を新規に開拓いた

だく など、新学科設置に向けた基盤づく りに大きく 貢献いただいた。 

 



指導/報告 指導/報告

提案 提案

企画内容の整合性検討・校内調整

生徒（総合的な探究の時間・学校設定科目・教科等横断的な学び）

(５)学校関係者評価委員会

(３)運営委員会

校長・教頭・事務長・主任　等

(４)教科主任会

教科主任　等

教科横断的指導内容の検討

(4)教務部会

各学年教務担当者　等

カリキュラム編成・評価方法の検討

(４)学年会

担任・副担任　等

総合的な探究の時間の企画・立案・進捗管理

カリキュラム等の企画・立案 提案の検討・調整

(６)PTA・同窓会

(1)探究推進部

校長

(2)美和高プロジェクト

校内の体制および取組 

【校内の体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 1)  探究推進部 

昨年度の新学科設置プロジェクトチームを引き継ぐ形で、新たな校務分掌として設置した。カリキュラム

の企画・立案・関係機関との調整等を担当する。また、新学科の PR や説明のための動画作成やチラシ、リ

ーフレット等の作成も担当する。 

( 2 )  美和高プロジェクト 

探究推進部だけでは決定できないカリキュラム検討など、他の分掌にも 関係する内容について検討す

る機関として設置。校長、教頭と探究推進部主任、総務主任、教務主任、特別活動部主任、情報化推進者

を構成員とするが、必要に応じて普通科改革コーディネーターや学年主任、教科主任等も参加する。 

( 3 )  運営委員会 

校長、教頭、事務長、分掌主任、学年主任等を構成員とし、探究推進部や美和高プロジェクトで検討し

た内容が学校目標や実情に沿うかを検討し、決定事項に関する校内での調整を行っている。 

( 4 )  教科主任会・教務部会・学年会 

各教科の主任及び教務部員、学年担当者等を構成員とし、カリキュラム委員会を組織した。本委員会に

て、新学科のカリキュラム編成や学校設定科目の評価方法の検討等を行い、本事業における生徒の学び

の調整を図っている。 

( 5 )  学校関係者評価委員会 

学校評議員４名を構成員とし、学校評議員会にて、新学科設置に向けた学校の取組等を評価いただい

た。  

( 6 )  ＰＴＡ ・同窓会 

新学科設置に向けた学校の取組等について連絡・協議し、学校の教育環境の整備充実のために協力・

援助していただいている。  

【校内の取組】 

 毎週水曜日 3 時間目を探究推進部会、毎週金曜日１時間目を美和高プロジェクト事前打ち合わせ会として時

間割に設定した。探究推進部会でカリキュラムや広報について企画・立案した内容を、事前打ち合わせ会にて

確認・修正し、美和高プロジェクト本会議（月１回程度開催）に提案した。承認された内容については、運営委員

会で最終調整の上、各分掌会・教科会・学年会で共有する流れをつく った。 



１－３ 新学科カリキュラム 

 既存校視察や、コンソーシアム及び運営指導委員会からの指導・助言を元に校内で検討を重ねた結

果、地域探究科のカリキュラムは以下の通りに確定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１－４ ルーブリック及び評価方法 

 カリキュラム開発会議及び運営指導委員会の指導を受け、本校の探究活動の時間は以下の通りの

ルーブリックを用いて評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、上記のルーブリックによる５段階評価とは別に、評価ツールの A iG ROW を採用し、定期的な

受検と、探究力についての面談を学期ごとに実施し、生徒の探究力の育成を図る。 



２ 「総合的な探究の時間」の深化 

２－１ 本年度（令和６年度）の「総合的な探究の時間」の年間指導計画 

事業実施計画において、本校は令和６年度をカリキュラムの試行実施期間としている。昨年度

の取組を元に、次の通り、令和６年度の「総合的な探究の時間」の年間指導計画を作成した。なお、

令和６年度は新学科設置の前年となるため、既存の普通科にて、各学年１時間の「総合的な探究

の時間」が設定されている。 

【１年生】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【２年生】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【３年生】 

 



２－２ １年生での「総合的な探究の時間」の取組 （地域・大学等との連携授業のみ抜粋） 

①問題解決学習 （連携機関：品質管理学会） 

【日程】 

No. 実施日 テーマ 実施内容 

1 ６月６日（木） 身近な問題に気付こう 

（問題の発見・原因遡及と対策案の

検討・対策案の実行） 

自分の身近な問題について考え、グループ

で 問題の原因と対策案を 検討し 、発表す

る。次回授業までに対策案を実行する。 

2 ６月１３日（木） 問題解決を学ぼう 

（対策の効果検証・問題解決概要） 

実行した対策案の効果を検証する。問題解

決の概要について学ぶ。 

 

【目的】   

 日本品質管理学会作成の「問題解決テキスト」を使用し、日常にある問題を解決していく 科学的

な手法を学ぶ。ご提供いただいたテキストをもとに、グループで 「問題の発見」・「原因の遡及と対

策案の検討」・「対策案の実行」・「効果検証」をする活動を通し、探究活動のベースにもなる「問題

解決」の流れを確認させる。 

 

【内容】   

１時間目 

１．各自の抱える問題について手元のメモに記入し、グループ内で共有する。  

２．テキストの図を使用し、「問題」とは「ありたい姿（理想）」と「現実」のギャップであることを認識

する。  

３．今回の授業では、グループ全員で「スマホの使用」について検討することを指示する。 

４．「自分の思う適正スマホ使用時間」・「勉強と両立するための適正スマホ使用時間」を考える。  

→多く の生徒が「適正使用時間」よりかなり長く スマホを使用している、と回答。（問題の発見） 

５．グループでスマホの使用時間が長く なる理由を考え、クラスで共有する。 （原因の遡及） 

６．各自のスマホのスクリーンタイムとアプリの使用時間を確認し、共有する。 

７．スクリーンタイムとアプリ使用時間の情報を元に、各グループでスマホの使用時間を減らす対

策案を考える。（対策案の検討） 

８．対策案を発表する。 

９．次回授業まで、各グループで考えた対策案を 1 週間実施する。 （対策案の実行） 

 

２時間目 

１．各自のスマホのスクリーンタイムを確認し、結果を共有する。 

２．グループで対策案の実施状況（やったか、やらなかったか）・有効性（効果があったか）・問題点

（何がダメだったか）を検証する。（対策の効果検証） 

３．検証結果を発表する。 

４．各グループで、今後スマホとどう付き合おうと思ったか意見交換する。  

５． 「問題解決テキスト」から、問題解決の概要を学ぶ。（問題解決概要） 

 

 

 

 

 



【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 今回の「問題解決学習」は日本品質管理学会から「制作段階のテキストを使用した授業を実践し

て欲しい」という依頼を受け、２時間のパッケージ授業として実施した。「問題解決」は探究的な学

びと共通し、課題の設定（問題の発見）、情報の収集・整理・分析（原因の遡及）、まとめ・表現（対

策案の検討・実行・効果検証）する流れがある。民間企業で用いられる「問題解決」の手法の一端

に触れることにより、「身近な問題も、解決に向け自分たちで流れをつく ることができる」と気づく こ

とができた生徒も多かった。２時間で問題解決の大まかな流れをつかめたことは、これから探究活

動を実施していく 上で有益であったと考える。 

 ただし、２時間という短時間での実施であったことから、理解が浅い生徒も多く 、今後も折に触れ

「問題解決」の流れをふり返ることが必要である。 

 

 



②職業人講話 （連携機関：あま市商工会） 

【日程】 

No. 実施日 テーマ 実施内容 

1 ９月 19 日（木） 地域の職業人の話を聞こう 地域で 活躍する職業人の話を 聞き 、

「働く こと」の意味を理解し、自分の将来

について考える。 

 

【目的】   

 地域で活躍する職業人の講話を聞き、高校生である今、対応すべき課題を自ら発見する力を養

うとともに、生徒自身の進路や将来を考える機会とする。 

  

【内容】   

講師一覧をも とに、各自が興味をも った業種を選び、講話を聞く 。講話の内容についての質疑

応答を実施し、講師の職業観や高校生へのアドバイス等を聞き取る。 

 
【講師一覧（あま市商工会より派遣）】  

 講師名（敬称略） 企業名 業種 

1 江尻 春樹  信濃工業㈱  製造業  

2 井戸 輝政  日本空手道 学心会  空手道場  

3 松田 明久  ㈱美和製作所  製造業  

4 井出 雅人  ㈱ケア・ フ ロ ン ティ ア   介護業  

5 辻  勇夫  ㈱ツ ジ薬局  医薬品小売業  

6 山田 真  ㈱AUTO DOCTOR  自動車修理業  

7 木下 陸海  ㈲加藤電気工事  電気工事業  

8 平野 照幸  ㈱河村産業所  建設業  

 

【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 例年講師をお願いしている、あま市商工会から８名の講師を派遣いただいた。毎年足を運んでく

ださる講師の方も複数おり、前年度の生徒の様子等も 考慮に入れた上で、進路選択に対し、本校

生徒に合った適切なアドバイスをいただく ことができた。 

 あま市商工会の有志の講師による講話であることから、普段高校生と関わりのない業務を行う

企業も多く 、これまで知らなかった業種や企業を知る良い機会となったようである。講師の先生方

からも、次年度以降も継続される場合は是非協力したい、との前向きな言葉をいただいた。 

 現在は時間割の関係上、２時間連続での単発での学習活動となっていることから、次年度以降

は、生徒が自らの興味・関心をもとに出てきた疑問を解決できる時間となるよう、事前・事後の学

習を含めた授業の流れを組み立てることが課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③福祉実践教室 （連携機関：あま市社会福祉協議会） 

【日程】 

No. 実施日 テーマ 実施内容 

1 ９月 2 6 日（木） 福祉とは何か考えよう 

（事前指導） 

あま市社会福祉協議会提供の教材を

用い、「福祉」とは何か、日常生活のさま

ざまな場面を 思い出しながら 考えるグ

ループワークを実施する。 

2 10 月 10 日（木） 福祉実践教室（２時間） 講師の指導のも と、さまざまなハンディ

キャップをも つ方々の生活を疑似体験

する。 

3 10 月 17 日（木） 福祉についての学びを共有

しよう（事後指導） 

福祉実践教室を通じて得た学びをグル

ープ・クラスで共有する。 

 

【目的】   

 地域の講師による講座及び体験学習の過程を通じ て、生徒が「ふく し」を自分事として捉え、身

近な生活での課題を発見する力（課題発見力）を育み、「共に生きる」ことの大切さや思いやりを学

ぶ。 

  

【内容】   

事前学習と講座一覧をも とに、各自が興味をもった分野を選び、福祉実践教室へ参加する。福

祉実践教室で学んだ内容については、事後にグループ・クラスで共有する。 

 
【講座一覧（あま市社会福祉協議会より講師を派遣）】  

講 座 名  講師  生徒  会   場  

手   話  
 ３名  3 0 名  １年３組教室  
 ３名  3 0 名  １年５組教室  

点   字   ４名  4 0 名  会議室  

車 椅 子   ２名  
4 0 名  
( 2 名×2 0 組)   

被服室⇒ 
本館棟外周 

高齢者  
疑似体験  

 ２名  4 0 名  体育館  

妊婦・育児  
講座  

 ６名  2 0 名  武道場  

 

 

 

 

 

 

 

 



【授業の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 今年度はあま市社会福祉協議会の協力を得て、通常の福祉実践教室への講師派遣とともに、事

前学習の教材提供と、事後学習の講師派遣にも ご協力いただいた。福祉に関する予備知識を得

た上での体験と、ふり返り学習という一連の流れができたことで、地域福祉への理解が深まったと

いう感想を述べる生徒が多かった。また、今年度本校で初めて実施いただいた妊婦・育児講座で

は、父親教室での妊婦体験ベストの着用等に拒否反応を示す成人男性も 多い中、高校生は素直

に前向きに実施している様子があり、学生という 若い時期からの育児講座の意義を感じ た、と感

想を述べられた講師の先生もあった。 

 次年度は、「体験」に留まらない福祉への探究活動の形を考えていきたい。 



④中学校訪問 （連携機関：あま市立中学校・大治町立中学校） 

【日程】 

№  実施予定日  テーマ  実施内容  

1  10 月 2 4 日（木）  中学校訪問の目的を 

知ろう  

教務主任の講話を聞き、目的を理解する。  

グループに分かれ、自己紹介する。  

2  10 月 3 1 日（木）  各中学校の要望を知ろう  

自己紹介文を考えよう  

中学校からの要望を理解する。その上で自分を紹介する文を考

える。  

3  11 月 7 日（木）  中学生へのアドバイスを  

考えよう  

各クラスでグループに分かれ、中学生へのアドバイスを考える。

担任は中学校の要望とそれていないか随時確認する。  

4  11 月 14 日（木）  中学生へのアドバイスを  

発表しよう   

各グループで考えた中学生へのアドバイスを発表する。担任・副

担任で 、要望とのずれがないかの確認も 含めてアド バイスす

る。  

5  11 月 2 1 日（木）  中学生へのアドバイスを  

再確認しよう  

役割分担しよう  

中学校別の訪問グループに分かれ、各クラスで出たアド バイス

を共有する。中学校別の担当教員で、要望とのずれがないかを

再度確認する。 また、各グループで当日の役割分担をする。  

6  12 月 5 日（木）  シミュレーションしよう  中学校別の訪問グループに分かれ、シミュレーションする。  

7  12 月 12 日（木）  大治町立中学校訪問  

（３・5 組）  

３・５組の生徒は大治町立中学校を訪問する。  

8  12 月 13 日（金）  あま市立中学校訪問  

（全クラス）  

１年生全員であま市立中学校を訪問する。  

 

【目的】   

 中学校でのキャリア教育の流れを踏まえ、中学２年生の２学期後半の「総合的な学習の時間」に

おいて、高校生が中学校を訪問し、中学生と対話型の探究活動を行うことを通じ、中学生の自己

の進路決定に向けた疑問の解消や目標の設定につなげる。高校生は中学生との対話を通じ、以下

に記載の「身に付けたい力」を育むことを目的とする。  

 

【身に付けたい力】  

ア 複数の中学生と対話することを通じ、コミュニケーション力を育成する。  

（対話力・思いやり・豊かな人間性）  

イ 対話に向けての準備を通じ、必要な情報を収集してまとめ、活用する力を身に付ける。 

（課題発見力・情報活用力）  

ウ 中学生と対話することで自己を振り返り、今後の進路や学校生活の目標設定につなげる。 

（問題解決力・実践力） 

  

【内容】   

・高校生は、学校紹介と探究活動の流れについてプレゼンテーションを行う。 

・中学生５～６人（１クラス８グループ程度）に高校生１人で対話し、１回 10 分程度でローテーション

する。  

・高校生が中学生へ進路決定の際の自分の体験について話すとともに、中学生時代を振り返った

アドバイス等を伝える。  

・中学生からの進路決定に向けた疑問や不安などについて質疑応答する。  

 



【ワークシート】 

１時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３時間目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４時間目（これ以降は発表練習・シミュレーションのためワークシートなし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【授業の様子】 

事前学習（グループ別自己紹介） ※訪問中学校ごとにホームルームクラスをまたいだグループを作成した 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校訪問 当日の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 中学生にキャリア教育における「情報収集」の機会を提供する場として今回の授業を設計した。

高校生には「１時間の授業を自分たちの力で実施する場」とし、相手の要望や、自分が取るべき態

度を考えさせた上で、司会・タイムキーパー等の役割を分担し、当日は授業を高校生が全てコント

ロールした。初めての機会に高校生側は直前まで緊張を口にする生徒が多かったが、中学生の元

気さや前向きさも 手伝い、グループに分かれてからは、年長者としての立場をわきまえつつも、教

壇にいたときよりもリラックスして自分の考えを中学生に伝える様子が見られた。事後には「頑張り

ました！」という達成感を伴う感想を述べる生徒が大多数であり、人前で自分の考えを発信する



機会の少ない生徒たちにとって、探究学習という枠を超えた良い経験になった。ただし、今回は既

定のテーマがある活動であり、「自分の課題」を意識できていない生徒が多かった。今後は既定の

テーマに対し、生徒にどのように掘り下げた探究活動を実施させていく かを考えていきたい。 

 なお、中学校と高校のそれぞれの教員への事後アンケートには、以下の意見が挙げられた。 

 

【アンケート結果】 

高校教員 

〇事前には自信がなさそうだった生徒が、グループワークではイキイキと活動していたのはすばら

しいと思った。  

〇「探究」という観点から考えると、「課題の解決」に向けて、訪問後の反省の時間があるとよい。ま

た、時間があれば反省後に全クラス２回目の訪問に行ってもよいと思う。  

〇生徒は頑張っていたが、中学校にとってプラスだったのかがわからない。相手はどんな成果・狙

いをもってやっているか事前にわかると、こちらの生徒とも意識を共有しやすい。  

〇「探究」の活動として中学校へ訪問していることを きちんと理解できていなかったように感じ る。

「課題の設定」がぼやけてしまった。  

 

中学校教員 

〇高校生と楽しそうに話をしている様子や進路について話をしている様子を見ると、効果が期待

できると思った。O B ではない高校生が来校してよかったと思う。 

〇高校生がしっかりと準備してく れていたので、スムーズに授業が進んだように感じます。 

〇意欲的に話を聞いたり質問をしたりする様子が見られました。また、本校の卒業生ではなかった

ので程よく 緊張感がある中で活動できて良かったと思います。 

〇スムーズに授業を進めてく れていました。中学生ともすぐに打ち解けて和やかな雰囲気の中授

業を進めてく れていました。 

〇しっかりと準備していることが伝わりました。分かりやすかったです。 

〇中学生の質問にていねいに答えてく れたり、上手に受け流してく れたりと、「さすが高校生！」と

感じた。 

〇タイムキーパーなどの役割がしっかりと機能せず、流れがつかめないまま後半が終わってしまっ

たクラスもあった。 

〇進路等の質問もあるので、高校２年生が交流に来てく れるといいかなと思った。 

〇今回の取り組みは、探究活動としてはどうだったのかと思うところがあった。 

〇「探究」ということがキーワードになっていましたが、「探究」についてはあまり考えることができな

かった。高校の授業のイメージはついたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤防災学習 （連携機関：あま市社会福祉協議会・県民事務所） 

【日程】 

№  実施予定日  テーマ  実施内容  

1  1 月 9 日（木）  防災について知る① 

～学ぼう～ 

あま市役所危機管理課職員から、「防災とは何か」についての講

義を受ける。  

2  1 月 16 日（木）  防災について知る② 

～イメージしよう～ 

あま市社会福祉協議会の防災担当職員から、能登半島地震の

災害支援へ出かけた際の体験を聞き、自分ができることについ

て考えるワークショップを実施する。 

3  1 月 2 3 日（木） 

（２時間）  

防災について知る③ 

～体験しよう～ 

海部県民事務所の県民防災安全課及び N PO 法人あま市防災

ネットの職員の指導のもと、避難所運営ゲーム（H U G ）を体験す

る。 

4  1 月 3 0 日（木）  防災について伝える① 

～造りだそう～  

地域住民からの講話をも とに、高校生ができる活動の一環とし

て、クラスごとに子供向け防災カルタを作成する。 

5  2 月 13 日（木）  防災について伝える② 

～造りだそう～ 

6  2 月 2 7 日（木）  防災について伝える③ 

～造りだそう～ 

7  3 月 6 日（木）  防災について伝える④ 

～プレゼンしよう～  

各クラスで作成したカルタを発表し、最優秀作品を決定する。最

優秀作品については、印刷し、社会福祉協議会へ贈呈する。 

 

【目的】   

  いつどこで起きるかわからない災害に備え、地域の方々と連携をした防災の学習をするこ

とで、災害の知識を修得し、今ある地域の課題に目を向け、積極的に周囲と関わり、課題を解

決していこうとする姿勢を身につける。  

【内容】   

市役所や社会福祉協議会、県民事務所等、地域の防災を担う地域住民の講話を聞き、防災へ

の知見を深める。また、避難所運営ゲーム（H U G ）の実施を通し、避難所運営の一部を体感する。

その上で、地域の子供たちの防災意識を高められるようなカルタを制作し、配布する。 

 

【授業の様子】 

第１時間目（あま市役所危機管理課職員の講話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２時間目（あま市社会福祉協議会の防災担当職員による講話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３時間目（避難所運営ゲーム（HUG）の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４時間目以降（カルタ作成の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なお、防災学習については当報告書作成時点（２月中旬）において進行中であるため、完成版の

カルタについては後日本校ホームページ等での公開を予定している。 


